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所見無し：健康診断実施後の処理をして終了
所見有り

健康診断

就業区分
就業上の措置

区分 内容

通常勤務
通常の勤務で
よいもの

―

就業制限
勤務に制限を
加える必要の
あるもの

勤務による負荷を軽減するため、労働時間の
短縮、出張の制限、時間外労働の制限、作業
の転換等の措置を講じる。

要 休 業
勤務を休む必
要があるもの

療養のため、休暇、休職等により一定期間勤
務させない措置を講じる。

医師等からの意見聴取→個人票に記載

健康診断実施後の措置
〇 医師等からの意見を勘案し、その必要があると認めるときは、当該

労働者の実情を考慮して、就業場所の変更、作業の転換等の措置を講
ずる。

〇 作業環境測定の実施、施設又は設備の設置又は整備

〇 医師等の意見の衛生委員会等への報告等

今年も10月１日～７日まで全国労働衛生週間が実施
されます。（９月は準備期間）なお、本週間の実施
要綱等はＵＲＬ及び二次元コードによりダウンロー
ドできます。https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_74929.html

９月は「職場の健康診断実施強化月間」です。本月間を契機
とした健康診断の適切な実施、下記を参考に異常所見者に対する
医師からの意見聴取及び事後措置の徹底をお願いします。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_74929.html


作業方法等の決定について
移動式クレーンを用いて作業を行うときは、あらかじめ、作業方法（敷板等の設置やつ

り荷の重量に対応した作業半径等を定めた作業の方法）を定めて、作業開始前に関係労
働者に周知してください。

この情報の詳細については、管轄の労働基準監督署までお問い合わせください。

安全装置
つり上げ荷重３トン未満の移動式クレーンには、次の安全装置を設けることが義務付け

られております。 安全装置が有効な状態で使用されるよう年次検査、月例検査及び作業
前点検を行ってください。

① 巻過防止装置又は巻過警報装置
② 過負荷防止装置（定格荷重制限装置※１、定格荷重指示装置※２）
③ 荷重計
④ フックの外れ止め

※ ②の設置は、平成31年３月１日前に製造された移動式クレーン、又は平成31年３月
１日において現に製造している移動式クレーンについては、義務化されておりません。

移動式クレーン安全対策について
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